
前職は、理学療法士として総合病院でのリハビリテーション業務に7年間従事していました。脳卒中
後の麻痺などに対し身体機能回復のためのリハビリを担当していましたが、自身の怪我から継続が難し
くなり退職しました。システムエンジニアへの転職を考えていたところ、ポリテクセンターの職業訓練
を受けた知人から、「半年間エンジニアになるための勉強ができる、訓練自体も楽しく受けられてよ
かった」と聞き、興味を持ちました。訓練受講を決めた理由は、プログラミングだけでなく、独学が難
しいネットワークやサーバ関連の授業も用意されていたからです。訓練生同士で相談しながらのネット
ワーク実習や、成果物を作る実習など、どれも楽しく受講できました。また、転職活動中という同じ境
遇の方たちと共に学び、刺激し合いながら訓練に臨むことができたため、受講してよかったと思います。
現在の業務は難しいことも多いですが、「データベース、SQL、JSPでの開発、サーバ構築」の訓練

で学んだ基礎知識が役に立っています。ポリテクセンターでは土台となる基礎知識をしっかり教えてく
れるので、システム関連の仕事に就きたい場合にとても貴重な財産になると思います。興味がある方は、
ぜひチャレンジしてほしいです。
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令和５年９月 ポリテクセンター香川 入所
令和６年２月 ポリテクセンター香川 修了
令和６年３月 株式会社アポロシステムへ入社

入社して10ヶ月が経ちましたが、現在は訪問看護ステーションの業務に特化したクラウド型サービス

の開発、電話でのサポート業務、契約書作成などの事務作業等を担当しています。楽しかったことは、
開発業務に着手し、担当部分が問題なくリリースできたことです。

前職の経験から、今後は医療現場で働くスタッフの役に立つ仕事をしたいと思っていました。電子カル
テの開発や医療DXなどに興味があり、医療分野の事業を行っているシステム会社への就職を希望してい
たところ、希望の部署での求人があったため、双方マッチし、就職に至りました。自分の希望だった、医
療現場スタッフの業務負担を減らすためのシステム開発の部署の配属にしていただけたので、開発スキル
やサポート能力を上げて、よりユーザが使いやすいシステムの開発をしていきたいと思います。

修了生の活躍事例

M・Mさんは前職の経験が当社での業務に

マッチしそうだと感じたことと、未経験なが
らプログラマーになるための準備を具体的に
進めていたところに関心を持ちました。
特にユーザーサポート対応では即戦力とし

て貢献してくれているので、最大限に評価し
ています。開発業務も少しずつできることが
増えており、今後に期待しています。未経験
の業種にチャレンジするのなら、ポリテクセ
ンターの授業だけでなく自分での勉強も必要
です。受け身ではなくその業種に就きたいと
いう前向きな姿勢が大事だと思います。

～情報技術で“未来”を紡ぐ～
長年培った経験と、常に新しいも
のを取り入れる好奇心でより良い
“未来”の実現に貢献します。
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